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究が行われ、いくつかの危険因子（年齢、Acute Physiology and Chronic Health Evaluation 







2013年 4 月から 2015年 7 月の集中治療室入室患者を対象とした。心臓血管外科症 
例は除外している。2 4 時間以上人工呼吸器を装着され、抜管を試みられた症例を後ろ 








別紙様式 3 の 2 (課程博士 •論文博士共用）
(続紙）
【結果】
研究期間中 2 6 2症例に抜管が施行された。2 5 0症例で抜管成功したが、1 2 症例で 
4 8 時間以内に再挿管が必要であった（再挿管率4 .5 % )。原因で分類すると1 2症例 
のうち呼吸不全群は7 例、非呼吸不全群は5 例であった。
全再挿管症例に対し年齢を調整した多変量解析を行ったところ長期挿管期間、RSBI 
高値が再挿管に関与すると判明した。(挿管期間：Odds ratios (OR) 1.123, 95% confidence 
intervals (95% C I ) 1.013 to 1.246, p = 0.028; RSBI: OR 1.033, 95% CL 1.005 to 1.061， p =
0.023)
原因で分類すると呼吸不全群では pressure of arterial oxygen to fractional inspired oxygen 
concentration ratio (P/F r a t io )低値で再挿管が増加するのに対し、非呼吸不全群では長 
期挿管期間で再挿管が増加すると判明した。（P/F ratio: OR 0.989, 95% CI 0.979 to 0.999， 
p = 0.026 , 挿管期間 OR 1.163, 95% CI 1.004 to 1.348, p = 0.044)
さらに傾向スコアを用いて解析を行うと全再挿管症例ではP/F ratio < 2 0 0は再挿管と 
関連がないのに対し、呼吸不全群ではP/F r a t io s  2 0 0は再揷管を増加させると判明し 
た。（OR 7.811,95% CI 1.345 to 45.367, p = 0 .0 2 2 )非呼吸不全群では P/F ratio $  200 とな 
る症例はみられなかった。
【考察】
呼吸不全群ではP/F ra tio低値が再挿管の危険因子であり、非呼吸不全群では長期挿 
管期間が危険因子となる可能性が示唆された。現在まで抜管時P/F ra tio低値が再挿管 
の危険因子とされてこなかったのは、再挿管症例が原因によって分類されることなく 













別 紙 様 式 8 (課程博士 •論文博士共用)
学位論文審査の結果の要旨




















(総 字 数 578字）
(平成30年 2 月 1 日）
